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論文容容の要旨

動物の戸ーナフチノレアセテイトを某質としたエステラーゼ活性は， 定天ゲソレを支持体とした薄層電

気泳動によって数多くの分間に分けることが出来る。その多様性は遺伝現象の解析に応用されすぐれ

た業績があげられている。肝臓ホモジェネートは強いエステラーゼ活性を有し，しかもその大部分は

ミクロソームに局在する乙とが知られている。しかし，従来の方法では， ミクロソームのエステラー

ゼ活性は電気泳動によって感度良く分間することが出来ない。著者はミクロソームをデオキシコーノレ

酸処理することによって，それを可能にしたので，その多様性を担癌状態の解析に応用した。併せて

絶食，再給餌，諸種ホノレモンの投与などの肝ミクロソームエステラーゼ活性および電気泳動像におよ

ぼす影響についてしらベ，その生理的意味について検討した。

〔方法ならびに成績〕

動物は白ネズミを用いた。色々な処置をした勤物の肝臓からミクロソーム (Ms) を調製し蛋白質

当りのエステラーゼ活性を測定した。同時に寒天ゲノレを支持体として薄層電気泳動を行った。 Ms は

そのままではエステラーゼ活性を電気泳動で分画することは出来なかった。 Ms を音波処理する乙と

によって分画する乙とが出来たが感度はあまりよくなかった。種々の表面活性剤の添加により Ms を

可溶化して電気泳動した結果，肝 Ms の蛋白質 3 --4 mg 当り 0.1%にデオキシコーノレ酸を添加する

ことによって電気泳動のパターンは音波処理 Ms と同じで，感度を数倍あげる乙とが出来た。乙の方

法によって肝ミクロソームエステラーゼは雌雄により多少の差異はあるが 6--8 つに分画する乙とが

出来る。乙れを左から(陰極側から)画分 1 ， 11, m ……と呼ぶことにする口

1 )担癌 (AH-130) ネズミにおける肝エステラーゼ活性の変化

AH-130 を白ネズミ腹腔内に移殖し， 3 , 7 , 10日後に肝ミクロソームをとりエステラーゼ活性
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を測定した。 3 日後では酵素活性の著明な低下はなく，電気泳動像も著しい変化を認めなかった。 7

日後， 10日後ではエステラーゼ活性は低下しており，電気泳動像で画分1， 11, V!こ活性の低下或は

消失を認めた。

2 )再生肝における肝ヱステラーゼ活性の変化

再生肝におけるエステラーゼ活性は著明に低下し，電気泳動像では，画分 1 ， IL V!Cj活性の低下

を認めた。

3) 絶食，再給餌の影響

肝における本酵素活性が非常に強い乙とから，何か大きな物質代謝との関係を考えて動物を絶食，

再給餌してみた口絶食日数が 1 日 2 日と進むに従ってエステラーゼ活性は低下し，電気泳動像におい

ては画分 ill ， Nがうすくなる。絶食 3 日自になると活性はかえって上昇の傾向を生じ，電気泳動像で

は画分Wの活性が上昇した。再給餌すると再び活性は低下し泳動像では画分1， II がうすくなり，次

いで画分E があらわれ，画分Vがうすくなった。

4) 諸種ホノレモンおよび異物の影響

ハイドロコーチゾンを白ネズミ腹腔内に注射してエテラーゼ活性におよぼす影響を調べたが，活性

にも，電気泳動像にも変化を認めなかった。甲状腺ホノレモンの投与はエステラーゼ活性を変化させな

かった。又，フェノパノレピターノレの投与ではエステラーゼ活性の電気泳動像において陽極側に新しい

画分の出現を認めた。

5) エステラーゼ活性の生理的意味

本酵素の生理的意味は現在尚不明であるので， 生理的なエステ Jレ化合物について日一ナフチ jレアセ

テートエステラーゼ活性に対する阻害という方法で検討したが，コレステローノレアセテ{ト，アセチ

ノレコリン，グノレコース-6 ーホスフェート及びモノブロピオニンでは，活性，泳動像共に著しい影響

を認めなかった。又，肝 Ms を更に分画して滑商 Ms と粗面 Ms に分けてヱステラーゼ活性の分布

をしらべたが，活性，泳動像共に認むべき差異はなかった。

〔総括〕

1 )肝 Ms エステラーゼは， Ms を 0.1労ヂオキシコーノレ酸で処理することによって感度良く寒天

ゲjレ上で電気泳動されるようになった。

2 )担癌ネズミのエステラーゼ電気泳動像は全体が均一に変化するのではなく，特定の画分にのみ

変化を認めた。乙れはアイソザイムの立場から興味ある結果である。

3) 電気泳動像の相似性から担癌肝では絶食後再給餌と似た修復機転が働いていることが示唆され

た。又，担癌肝は再生肝の電気泳動像とも類似していた。

4) 生理的なヱステ jレ化合物の ß-ナフチノレアセテートエステラーゼ活性に対する影響および動物

レベノレの実験からその生理的意味が検討された。
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論文の審査結果の要旨

著者は肝臓ミクロソームに局在するエステラーゼを寒天ゲノレ薄層電気泳動によって 7 つのアイソザ

イムに分画する方法を確立し，担癌肝におけるアイソザイムパターンの変化を解析した結果，肝臓に

は癌組織による各種栄養素の奪取に対して，副腎皮質機能又はトキソホノレモン様物質の関与しない独

自の調節機構による反応も存在する乙とを示した。あわせてその生理的意味について検討を加えた。
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